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お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 

一般:１､２００円 
６５歳以上:６００円 

好評発売中 

毎週土曜日 
10 時～、13 時～ 
英語による庭園ガイド 

ツアー(無料)、開催中！ 
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｢都立庭園  
園長の採れたて情報｣ 

ホームページ → 検索 
「公園へ行こう！」 

見てね！ 

→ 検索 

紅葉のイベント
『深山紅葉を楽し
む』にも、多くの
お客様のご来園を
いただき、職員一
同、心よりお礼申
をし上げます！ 
 

『『大大名名庭庭園園ででおお正正月月』』  １１月月２２日日((月月))・・３３日日((火火))  

小石川後楽園のちょこっと雑学辞典その２９ 

 
《昨年、撮影コーナーの様子》 

 
睦月(むつき) 

 一月は別名“睦月”と呼ばれます。新しい年を迎

え、親類や友人知人などが互いに行き来して、仲睦

まじくする「睦び月(むつびつき)」に由来するとの説

があるそうです。 

 また、元になる月「元つ月(もとつつき)」が転じて

“睦月”になったともいわれます。 

 来る年も、小石川後楽園が多くのみなさまに仲睦

まじく集っていただける場所であればと願います。 

  

【門松(かどまつ)】 

 

日本庭園を愛でる冬 
 園内を彩ったモミジやイチョウも葉を落とし、木の下に

立てば、枝越しに青空が良く見えるようになりました。こ

れからは、庭園そのものをお楽しみいただくのに、絶好の

季節です。 

 たとえば、同じ文京区にある六義園(りくぎえん)は、園

内に主に和歌と和歌山県の風景にちなんだ八十八カ所の

景観、「和歌の浦」「紀ノ川」「藤代峠」など、和歌に詳し

い方にはおなじみの場所が散りばめられています。 

 また、六義園と同じ駒込駅でご利用いただける旧古河庭

園の日本庭園は、京都の平安神宮や無鄰菴(むりんあん)を

作庭したことでも知られる“植治”こと七代目・小川治兵

衛作。震災や戦災の被害を免れ、大正当時の姿をとどめて

います。 

 そして、小石川後楽園の園内では、東京にいながらにし

て、木曽路を抜けて琵琶湖に見立てた大泉水を右手に見な

がら、京都までの旅！あっと言う間に、しかも徒歩で行け

るのです。 

 まず、園内案内図をご覧ください。園内の案内をお読み

いただいたら、地図を片手に小さな名所めぐりを、ゆっく

りとお楽しみ下さい。花が少ない季節ですが、もともと日

本庭園は、花が咲いていなくても、園内をのんびりと散策

して、土地の起伏や変化する景色をお楽しみいただくよう

に造られています。向こう側からとこちら側から、相対す

る位置から鑑賞すると、庭園の表情が全く違っています。 

 そして、日本庭園“冬の風物詩”の雪吊りや、霜よけ、

門松などは、各庭園でそれぞれ特徴があります。見比べた

り、写真に撮ったり、お気に入りを探してみてください。 

 

 早いもので今年も残りわずか！園内では雪吊りや松

の菰(こも)巻き、化粧わらぼっちなど、冬の風物詩もご

覧いただけるようになりました。 

 これからは、垣根の更新や門松の準備など、庭師も新

しい年に向けて大忙しです。 

 さて、小石川後楽園は12月29日(木)～1月1 日(日)

に休園させていただき、新年の 1 月 2 日(月)・3 日(火)

は『大名庭園でお正月』と題し、下記の内容でみなさま

をお迎えいたします。 

 お正月のひと時を、歴史ある日本庭園でお楽しみ下さ

いね。 

 

①江戸太神楽(えどだいかぐら) 

日時：1 月 3 日(火)(雨天中止) 

    11 時 30 分・13 時(各回約 30 分) 

 内容：松原にて丸一仙扇社中による獅子舞と、江戸時 

代から続く数々の曲芸をお楽しみください。 

 

②懐かしい正月遊び 

 日時：1 月 2 日(月)・3 日(火)(雨天中止) 

    10 時～15 時 30 分 

 内容：松原にて羽根つきや、独楽(こま)まわしなど 

    昔ながらの正月遊びをお楽しみください。 

 

③記念撮影コーナー 

 日時：1 月 2 日(月)・3 日(火)(雨天中止) 

    9 時～17 時 

 内容：庭園職員が制作した、お正月の雰囲気あふれ 

    る撮影スポットで、記念撮影を行っていただ 

    けます(カメラはご持参下さい)。 

  

また、庭園ガイドボランティアの案内で、庭園散策 

をお楽しみいただける庭園ガイドは、1 月 2 日(月)・ 

3 日(火)の 11 時・14 時(各回 60 分程度・雨天中止) 

涵徳亭では 11 時～17 時でお休み処を営業し、軽飲 

食の販売を行います(各イベントともに、参加費無料 

(入園料別途)、当日自由参加です)。 

 

 

《
昨
年
、
入
り
口
付
近
の
門
松
》 

 正月に門の前などに飾る門松は、別名『飾り松』や『立

て松』とも呼ばれ、正月の神様(年神様)をお迎えするため

の依り代(よりしろ)の意味合いを持ちます。 

 昔から松は、生命力や不老長寿、繁栄の象徴とされ、ま

た「祀る(まつる)」にもつながることから、おめでたい樹

とされています。 

 松と共に飾られる竹は、先端を真横に切る『寸胴(ずんど

う)』と、斜めに切る『そぎ』の二種類があります。『そぎ』

を始めたのは、かの徳川家康公。家康公の生涯で唯一の敗

北“三方ケ原の戦い”の後、敵方の武田信玄公に対して「次

は必ず勝つぞ！」との思いを込めて、ともいわれています。 

 大きなもの、小さなもの、飾る場所や地方によっても

様々な形のある門松、ご覧いただけるのも年に一度、正月

だけの限定です。 

(小石川後楽園では 12 月 23 日に門松を製作予定です) 


